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ご
あ
い
さ
つ

�

会
長　

先
　
田
　
仁
　
美

⑴

　

日
頃
よ
り
、
徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
だ
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
少

し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
に
も
慣

れ
、
子
ど
も
た
ち
も
学
校
に
お
い

て
登
校
時
の
検
温
・
手
指
消
毒
・

マ
ス
ク
着
用
・
黙
食
等
、
感
染
予

防
対
策
が
生
活
の
ル
ー
ル
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
る
一
方
、
学
力
の

低
下
や
健
康
面
、
精
神
面
で
も
大

き
な
影
響
を
受
け
、
悩
み
続
け
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
と
い
う

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

学
校
行
事
や
地
域
と
の
関
わ
り
、

学
習
の
機
会
を
失
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
声
に
な
ら
な
い
悲
し
み
や
辛

さ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
各
家

庭
、
学
校
、
そ
し
て
地
域
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
役
割
が
出
来
る
の
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
守
る
べ
く
、
し
っ

か
り
と
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
各
郡

市
Ｐ
連
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
、
各
種
研
修
活
動
や
教
育
環
境

の
整
備
な
ど
に
務
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
感
染
拡
大
を
阻
止
し
、

慣
れ
つ
つ
あ
る
生
活
様
式
の
中
で

新
し
い
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し
、

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
明

る
く
楽
し
く
前
向
き
に
そ
し
て

“
攻
め
”
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

　

本
年
度
の
定
期
総
会
は
六
月
五
日

（
日
）
県
教
育
会
館
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら
来
賓
を
招

待
せ
ず
に
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま

し
た
。

　

県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市
代
議
員
・
受

賞
者
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、
令
和

四
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

井
本
友
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
二
団
体

と
三
十
五
名
の
方
に
表
彰
状
と
十
二

名
の
方
に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
二
校
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
株
田
昌
明
氏
の
受
賞
者
代

表
謝
辞
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
三
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
を

承
認
の
後
、
令
和
四
年
度
新
役
員
が

選
出
さ
れ
、
次
に
令
和
四
年
度
努
力

目
標
、
事
業
計
画
・
予
算
案
等
に
つ

い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
承
認
の
運
び
と
な
り
、
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
　
役
員

会　
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先
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仁
美

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
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鳴
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山
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勝
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薦
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薦
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小
学
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長
会
代
表
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県
中
学
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会
副
会
長
）
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近
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　　　　　　　 海部郡PTA連合会
� 会長　井口　俊介　

　海部郡PTA連合会（以下、郡P連）は、美波町、牟岐
町、海陽町にある小中学校等あわせて12校で構成されて
います。海部郡では少子高齢化や過疎化の影響が大きく、
各学校において児童・生徒数は年々減少の一途を辿って
おり、加盟世帯数や教職員数が減少しています。令和４
年度の児童・生徒数においては伊座利校９人、由岐小39
人、日和佐小141人、牟岐小84人、海南小124人、海部
小50人、宍喰小92人、由岐中22人、日和佐中70人、牟
岐中57人、海陽中110人、宍喰中41人（Ｒ4.5.1現在）と
なり深刻な問題となっています。
　郡Ｐ連においては専門委員（広報、教育問題検討・総
務、人権家庭教育・研修）を任命するとともに、各単Ｐに
も専門部会を設置して、さまざまな事業を実施しており
ます。毎年、郡Ｐ連行事としてソフトボールとソフトバ
レーボール競技での球技大会を開催しておりました。令
和２年度役員会で①天候に左右されるソフトボールの問
題、②各単Ｐの減少による参加者確保の困難性、の２つ
の問題点について議論し、９人制ミックスバレーボール
競技へ変更し実施することに決まりました。令和３年度
は新型コロナ感染症により中止する一方で、令和４年度
の球技大会開催へ向け準備をしてきました。しかし、令
和４年度も５月に実施した郡Ｐ連総会において、「子ども
たちの生活にも制限がある中、安全に実施できる保証も
なく開催するべきでない」「新型コロナの感染拡大が続く
中、中止せざるを得ない」という意見が多く、中止という
苦渋の決断をしました。コロナ禍ではありますが、美波
町由岐地区から海陽町宍喰地区まで車で１時間超を要す
る地理的な問題、多様
化する保護者ニーズの
変化等もあり、各単Ｐ
が気軽に集まり事業を
実施し活動していく困
難さが浮き彫りになっ
ています。

　そのような現状の
中、煩雑化する学校事
務へ対応する「働き方
改革」の実践や、単Ｐ
含めた PTA 事務局機
能や各種事業実施に伴
う業務分担等の観点か
らも、今後のPTA活動を持続可能で効率的な活動にし
ていけるよう図らなくてはなりません。今一度、PTA
活動の意義や目的について考える必要があります。そこ
で、重要となってくるのが地域コミュニティとの関わり
です。「県Ｐ連令和４年度活動目標」において、「家庭・
学校・地域の連携」が謳われており、保護者と教職員が
協力し、子どもたちにとってより良い生活環境づくりを
目指して地域と連携し、地域社会全体で見守っていく仕
組みを構築し、取り組みを行うこととなっています。私
の所属する海南小学校では、平成30年度より学校運営協
議会（コミュニティスクール）を導入し、学校運営の改
善や児童生徒の健全育成に保護者及び地域住民等が参画
し支援・協力をしています。通年における交通立哨や挨
拶運動、放課後子ども教室、絵本の読み聞かせなど、地
域との連携は学校運営にとって必要不可欠となっていま
す。海部郡は温暖な気候と、多くの住民は温厚・温和な
性格です。このような環境のもと、海部郡の児童・生徒
は「すこやかに・さわやかに・おおらかに」育っていま
す。また、PTAは地域住民と一丸となり、自他の人権
を大切にし、相手を思いやる温かい心を育て、郷土を愛
する豊かな心情を育てています。地域の人・もの・こと
（自然遺産や文化遺産）との関わりや伝承、防災・減災・
安全教育などの充実を図るうえでも「PTA」と「地域住
民」との今まで以上の深い互助・共助の関係の構築が必
要ではないでしょうか。
　むすびに、海部郡の各小中学校は児童・生徒数の減少
により、学校運営はもとよりPTAや子ども会等の活動
に影響を受けています。コロナ禍だからこそ原点に立ち
返り、PTAの意義や目的を再認識し、明るく希望が持て
る未来へつなげるとともに、次代を担う児童・生徒のた
めに考え、行動していきたいです。

南部ブロック

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
★次号のブロック別PTA紹介は、鳴門市Ｐ連、小松島市Ｐ連、阿波市Ｐ連です。

～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～
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　　　　　　　 三好地区PTA協議会
� 会長　木藤　明宏　

　三好地区PTA協議会は、三好市（小学校13校・中学校
６校）、東みよし町（小学校４校・中学校２校）の25校で
構成されています。
　西部ブロックの活動報告ですが、コロナウイルス感染
拡大以降は会議等はすべて中止となり、最近では対面に
よる会合などを実施できていません。各種の学校行事を
はじめ、PTA会員同士の交流もままならない状況であり
早期の収束を願うばかりです。
　さて、今回は報告に代えて東みよし町での ICT教育の
環境整備について、私自身が仕事として関わっている部
分もありますので、この機会にご紹介しようと思います。
　東みよし町では足代小学校を中心に、2010年度から文
部科学省が指定する「フューチャースクール実証校」と
して、タブレットやデジタル教科書の活用について研究
を行ってきました。開始から10年というところで今回の
コロナ感染拡大となり、全国でもタブレット端末の導入、
教育のデジタル化が進みました。
　多くの教育現場で混乱も見られましたが、東みよし町
ではこれまでの研究成果や実績をもとに、さらに一歩先
の ICT教育へと進んでいます。すべての小中学校を町の
光ファイバーで結び、学校専用のギガネットワークを役
場庁舎に集約化。各種のフィルタリングやネットワーク
分離などのセキュリティ対策のほか、各学校の教室に設
置したWi-Fi 機器も含めて、一括管理できるようになっ
ており運用にかかる労力が大幅に低減されています。
　また今年度は全校に「電子黒板」を65台導入し授業で
活用されています。さらに来年度には、役場の業務システ
ムのクラウド化で空きのできたサーバーを活用して「デ
ジタル教科書」の充実も図る予定です。全校で導入され
ている自治体は292市区町村で、まだ16.8％程度ですが、
あと数年で一気に普及すると思われます。
　システム環境の整備充実を図る一方で運用に携わる
「人材」の確保も重要
です。かねてより ICT
支援員の確保が必要と
されていますが、多く
の自治体では依然とし
て不足している状態で
す。最新の機材があっ

ても有効に活用され
ない原因となっており、
先生の負荷が増大した
り、何より子どもたち
の学習に支障を来して
います。自治体が教育
現場をよく理解してい
なかったり、十分な予算が配分されていない例もありま
すので、私たち保護者がPTAを通じて教育委員会に働
きかけることも必要です。
　そして何より、子どもたちの学習への影響について
PTAはもっと関与しなければなりません。教育のデジタ
ル化は良い事ばかりではなく悪い影響もあります。特に
子どもの身体への影響については注意が必要です。多く
の子どもたちが家庭でもスマートフォンやゲーム機を使
い、学校でもタブレットとなると、一日中液晶画面を見
続けることになり視力障害の原因となります。インター
ネットへの依存やトラブル対策も含めて、家庭も学校も、
みんなで上手な使い方を考えなくてはなりません。
　また、タブレットのデジタル教科書だけでは不完全で
す。近年子どもの「書く力」の低下が心配されています。
筆圧が弱くなり上手に文字が書けなくなっているという
のです。タブレットの使用頻度が増えることで、さらに
鉛筆ばなれが進みそうです。書けないことが学力低下の
原因になるとも言われていますので、紙に鉛筆で書くと
いう古典的な学習方法もまた重要性を増すことになるで
しょう。
　コロナをきっかけに教育のデジタル化が一気に進みま
した。教育環境が大きく変化していますが、私たちの理
解や対応はまだまだ追い付いていません。しばらくの間
は試行錯誤が続くことになるでしょうが、デジタル化は
社会全体に及んでいますから、学校の中だけでどうにか
なる話ではありません。学校と保護者の連携組織である
PTAがこれまで以上に密接に協力して、自治体の教育・
情報政策にも積極的に関与していかないと地域全体が遅
れをとってしまいます。地方の教育力の低下に拍車をか
けることにもなりかねません。
　従前の予定調和の活動を繰り返すだけの活動では、そ
れこそPTA不要論が出てきます。子どもたちの教育環
境を少しでも良くするために、いま私たちPTAがやら
なければならない事に気づく必要がありそうです。その
ためにも研修活動が少しでも早く再開できるよう準備を
進めていきたいと思います。

西部ブロック

県Pツイッター始まってます！
　徳島県 PTA連合会もTwitter で情報発信をしています。
　PTA活動報告やイベント情報、子育てに関連する情報などを
発信していますのでぜひフォローをお願いします。

フォローはこちら
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瑠
菜

た
い
せ
つ
な
こ
と
ば

で
も
い
え
な
い

「
あ
り
が
と
う
」�

阿
波
市
立
阿
波
中
学
校
３
年　

森
本　

拳
成

ご
め
ん
な
さ
い
…
た
っ
た
６
文
字
が
言
え
な
く
て
布
団
の
中

そ
っ
と
頭
を
な
で
て
く
れ
る
マ
マ
の
あ
た
た
か
い
手
…
大
好
き

明
日
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
大
好
き
」
っ
て
言
う
か
ら
ね�

美
馬
市
立
岩
倉
小
学
校
１
年　

吉
田　

莉
乃

家
族
と
の
き
ず
な

ペ
ッ
ト
も
家
族

み
ん
な
が
み
ん
な　

大
切
な
家
族�

阿
南
市
立
椿
小
学
校
３
年　

稲
垣　

衣
織

『
○
△
□
。』
言
葉
で
言
え
な
い
時
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
家
族
は
会
話
で
き
る
。

だ
っ
て
私
が
育
っ
て
き
た
家
だ
か
ら
。�

鳴
門
市
鳴
門
東
小
学
校
６
年　

福
池　
　

葵

朝
、
子
を
見
送
る
私

夜
、
私
を
迎
え
る
子

平
穏
な
日
常
に
感
じ
る
親
子
の
絆�

上
板
町
立
松
島
小
学
校　

松
田　

健
志

子
ど
も
の
成
長　

見
守
る
が　

我
慢
で
き
な
い
手
出
し
、
口
出
し

子
ど
も
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
反
省
す
。

母
に
必
要
、
広
い
心
と
待
つ
力
!!�

上
板
町
立
松
島
小
学
校　

漆
原　

文
子

ス
マ
ホ
よ
り

家
族
と
過
そ
う

親
も
子
も�

石
井
町
浦
庄
小
学
校　

森
西　

正
典

「
マ
マ
だ
っ
こ
」
小
さ
い
頃
は
抱
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
娘
も

今
は
イ
ス
に
座
っ
て
で
な
い
と
抱
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

娘
の
成
長
を
日
々
感
じ
る
幸
せ
な
時
間
で
す
。�
上
板
町
立
松
島
小
学
校　

平
野　

由
紀

何
が
あ
っ
て
も　

ア
ナ
タ
を
信
じ
ま
す

何
が
あ
っ
て
も　

ア
ナ
タ
を
守
り
ま
す

そ
ん
な
親
に
私
は
な
り
た
い�

阿
南
市
立
羽
ノ
浦
中
学
校　

仁
尾　

修
治��

「楽しい子育て全国キャンペーン」～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

令和４年度　三行詩コンクール　徳島県優秀作品

栄
え
あ
る
全
国
表
彰

　

十
一
月
十
八
日
（
金
）
東
京

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に

於
い
て
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
勝
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
県
Ｐ
連
元
監
事
の
株
田
昌

明
さ
ん
、
前
理
事
の
千
代
田
裕

樹
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
な

お
、
本
県
関
係
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。
心
よ
り
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
・
団
体

石
井
町
高
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

勝
浦
町
立
勝
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
・
個
人

県
Ｐ
連
元
監
事�

株
田　

昌
明

�

（
芝
田
小
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
監
事�

江
本　
　

満

�

（
鳴
門
中
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
理
事�

千
代
田
裕
樹

�

（
広
野
小
Ｐ
）

一 般 の 部 小 学 生 の 部 中 学 生 の 部

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
佳
作
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「学校での防災教育・防災対策について」
徳島県教育委員会体育健康安全課　防災・安全教育担当　班長（リーダー）

志磨　正師　さん 

徳島県教育委員会体育健康安全課　防災・安全教育担当　指導主事　　　
中南　篤志　さん 

Ｑ１．徳島県ではどのような防災教育を行っていますか？
　A�．現在の学習指導要領には防災を含む安全教育につい
ても盛り込まれており、子どもたちは様々な科目で防
災につながる学習をしています。

　　�　県教育委員会では、「あわっ子防災チャレンジ」とい
う資料を県内の小学５年生を対象に配布し、いつ起こる
かわからない自然災害についての知識や防災情報を各
学校で総合的に学習ができるように支援をしています。
学習を通して、地震や津波だけではなく、河川の氾濫
や土砂災害などが起きたとしても、一人ひとりが落ち
着いて行動できるようになってほしいと思っています。

Ｑ２．防災訓練をする際におすすめの方法はありますか？
　A�．防災訓練を１年間に１回ではなく、複数回すること
です。防災訓練は子どもたちが避難の仕方や避難場所
を覚えることが大切なので、基本的には授業中に訓練
が行われます。防災訓練を年度内に複数回の実施して
いる学校では、休み時間に実施したり、時間を知らせ
ずに実施したりするなど、いつどこで避難が必要に
なっても対応できるように、回数を重ねるごとに内容
をレベルアップさせているそうです。

　　�　保護者の方にご協力いただく引き渡し訓練は、コロ
ナ禍で取り組むことが難しいですが、少なくとも１年
おきに実施して、万が一の事態に備えていただきたい
です。

Ｑ３．避難所の情報はどこで知ることができますか？
　A�．「指定緊急避難場所」や「指定避難所」の情報は各
市町村のホームページで確認できますので、ご家庭で
避難場所を相談するときは参考にしてください。また、
各学校では毎年「学校防災計画」を更新しており、警
報発令時の対応や引き渡しカードの準備、地域との連
携について話し合われています。

防災・安全教育担当のお二方からのメッセージ
　徳島県は、今後30年以内に70〜80%の確率で発生する
と言われている南海トラフ地震で津波や強い揺れにより大
きな被害を受けると予想されています。
　子どもたちが学校にいる時間に災害が起きてしまった場
合、学校は子どもたちの命を守ることを第一に考えます。
次に重要なことは学校を再開することです。学校は避難場
所に指定されていることが多いですが、災害からの復興に
おいて、子どもたちが再び安心して学校に通うことができ
る環境を整えることは欠かせません。そのためには、日頃
から学校・家庭・
地域、そして行政
が連携して防災に
取り組むことが大
切になります。ぜ
ひ、この機会に防
災について改めて
考えていただきた
いと思います。

【資料】徳島県教育委員会発行
　　　 あわっ子防災チャレンジ　５ページより抜粋【資料】学校防災・防災教育に関係するＨＰ

志磨さん中南さん
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『
人
と
ひ
と
の
つ
な
が
り
を
体
感
し
よ
う
！
』
山
形
大
会
で
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
大
き
な

ス
ロ
ー
ガ
ン
。
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
直
接
お
会
い
す
る
と
い
う
機
会

が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
参
加
者
が
つ
な
が
り
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
、

会
場
や
駅
の
改
札
等
で
響
く
元
気
な
挨
拶
や
、
や
さ
し
い
笑
顔
、
至
る
と
こ
ろ
で
の
お
心

遣
い
等
、
山
形
の
方
言
で
も
あ
り
、
お
も
て
な
し
の
言
葉
で
も
あ
る
『
あ
が
ら
っ
し
ゃ
い

精
神
』
を
沢
山
の
場
所
で
感
じ
さ
せ
て
頂
い
た
素
晴
ら
し
い
山
形
大
会
で
し
た
。

第第
7070
回　
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
開
催

回　
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
開
催

第
六
分
科
会	

	

井
本
　
友
子

　
「
夢
は
努
力
で
か
な
え
る
。」
と
題

し
ま
し
て
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
葛
西

紀
明
さ
ん
か
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
な
ぜ
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
に

な
っ
た
か
と
言
う
子
供
の
頃
の
経
緯

か
ら
原
田
雅
彦
選
手
と
の
絡
み
な
ど

冗
談
を
踏
ま
え
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

お
話
を
通
し
て
私
が
感
じ
た
こ
と

は
、
目
標
が
定
ま
る
と
ケ
ガ
や
困
難

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
気
持
ち
が
折
れ
な

い
と
い
う
事
で
す
。
才
能
も
も
ち
ろ

ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
九
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
は
努
力
で
成
り
立
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
前

へ
前
へ
と
進
も
う
と
す
る
心
が
か
っ

こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
や

子
供
達
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る

と
、
ど
こ
か
始
め
る
前
か
ら
諦
め

や
、
妥
協
を
し
て
い
る
事
が
あ
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
を
担
う

子
供
達
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
を
し
て

成
長
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
時
に
、
悔
い
が
残
ら
な
い

よ
う
失
敗
し
て
も
自
分
の
責
任
に
お

い
て
選
ぶ
事
が
出
来
る
よ
う
に
保
護

者
と
し
て
見
守
る
事
が
出
来
れ
ば
い

い
な
と
講
演
を
聴
い
て
思
い
ま
し
た
。

現
地
で
の
生
の
声
は
心
に
響
く
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
八
分
科
会	

	

山
守
ひ
と
み

　

私
は
第
八
分
科
会
の
『
環
境
・
安

全
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、『
悩
み
に
気
づ
き
、
相
談
さ

れ
る
関
係
性
を
つ
く
る
』　

〜
子
供

た
ち
を
見
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の

と
は
〜　

と
い
う
研
究
課
題
を
希
望

し
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
含
め
、

約
四
時
間
余
り
の
貴
重
な
時
間
で
し

た
。

　

そ
の
中
で
基
調
講
演
者
の
先
生
の

も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、

『
地
域
の
空
気
は
、
そ
の
地
域
の
大

人
が
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。』

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の

空
気
感
を
、
子
供
た
ち
は
し
っ
か
り

見
て
い
て
、
感
じ
て
い
ま
す
と
仰
っ

し
ゃ
ら
れ
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

保
護
者
が
色
ん
な
場
面
で
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
に
お

い
て
も
、
一
丸
と
な
っ
て
助
け
合
い
、

寄
り
添
い
あ
う
こ
と
、
そ
れ
が
本
当

に
大
切
で
、
よ
り
よ
い
地
域
に
し
て

い
こ
う
！
と
い
う
大
人
の
想
い
が
あ

れ
ば
、
自
ず
と
地
域
や
学
校
の
空
気

が
変
わ
り
、
は
じ
め
は
ち
い
さ
な
風

呂
敷
の
よ
う
な
場
だ
っ
た
そ
の
空
間

が
、
ど
ん
ど
ん
繋
が
り
、
子
供
た
ち

の
『
安
心
で
き
る
居
場
所
』
が
広

が
っ
て
い
く
の
で
す
と
仰
っ
し
ゃ
ら

れ
、
私
も
徳
島
に
帰
っ
て
か
ら
、
ま

た
一
生
懸
命
頑
張
ら
せ
て
頂
き
た
い

と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
勝
浦
に
ご
縁
を
頂

い
て
今
年
で
七
年
目
に
な
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
時
を
重
ね
て
も
、
勝
浦

が
好
き
、
徳
島
が
好
き
と
い
う
気
持

ち
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

何
故
か
な
。
と
想
い
を
馳
せ
て
み
る

と
、
自
然
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や

は
り
最
後
に
の
こ
っ
て
い
る
の
は

『
人
』
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
々
も
勝
浦
が
好
き
、

徳
島
に
来
れ
て
よ
か
っ
た
と
私
自
身

が
感
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
み

な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
愛
の
恩
返
し
の

よ
う
な
気
持
ち
で
、
先
ず
は
家
庭
、

そ
し
て
地
域
へ
と
一
歩
一
歩
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
第
一
分
科
会	

先
田
　
仁
美

　

特
別
第
一
分
科
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
バ
ッ

カ
ー
ズ
寺
子
屋
塾
長
の
木
村
貴
志
先

生
に
よ
る
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
題
し
た
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う

な
内
容
の
講
演
で
し
た
が
、
木
村
先

生
の
軽
快
な
お
話
口
調
に
み
る
み
る

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

塾
と
言
っ
て
も
た
だ
勉
強
を
教
え

る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
学
校
で
は

で
き
な
い
体
験
や
学
習
機
会
を
通
し

て
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て

い
く
中
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
通

し
、
日
本
の
教
育
と
は
何
か
、
Ｐ
Ｔ

　
分
科
会
に
参
加
し
て

　
分
科
会
に
参
加
し
て
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Ａ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
ら

の
経
験
等
を
踏
ま
え
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

他
、
岩
手
県
滝
沢
市
立
滝
沢
第
二

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
白
澤 

仁
さ

ん
の
実
践
発
表
も
凄
く
興
味
深
く
、

自
分
の
経
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
と
、
天
童
高
校
ダ
ン
ス
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
感
動
で
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。
最
高
で
し
た
！

特
別
第
一
分
科
会	

阿
部
　
美
紀

　

研
究
大
会
で
は
、「“
令
和
”
の
日

本
型
学
校
教
育
」
に
着
目
し
、
基
調

講
演
、
実
践
発
表
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

日
本
型
学
校
教
育
と
は
、
知
（
確

か
な
学
力
）、
徳
（
豊
か
な
心
）、
体

（
健
や
か
な
体
）
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
み
、
生
き
る
力
を
つ
け
る

教
育
。
一
方
で
は
、「
詰
め
込
み
型

教
育
」「
個
性
を
伸
ば
せ
な
い
」「
偏

差
値
主
義
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
へ
と

時
は
流
れ
て
い
る
。
良
き
学
び
は
継

承
し
、
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
進
め
て
い
く
。

　
『
プ
リ
ン
シ
プ
ル
（
基
本
的
な
方

法
）
や
志
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く

教
育
に
お
い
て
大
き
な
力
に
な
る
の

は
、
や
は
り
親
や
教
師
の
現
実
へ
の

取
り
組
み
方
、
生
き
方
で
あ
る
。
教

育
改
革
の
成
否
は
大
人
の
自
己
練
磨

と
生
き
方
と
に
、か
か
わ
っ
て
い
る
』

　

私
た
ち
大
人
が
楽
し
ん
で
い
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
も
喜
び
、
や
る
気
が
で

て
く
る
。
大
切
な
こ
と
は
子
ど
も
も

大
人
も
同
じ
。
目
標
が
な
け
れ
ば
進

む
べ
き
方
向
は
決
ま
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
攻
撃
的
に
話
を
聞
く
。

こ
の
言
葉
に
私
は
惹
か
れ
ま
し
た
。

た
だ
聞
く
で
は
な
く
、
攻
撃
的
で
す
。

集
中
力
、
思
考
力
、
人
間
力
も
お
の

ず
と
上
が
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
私

は
研
究
大
会
か
ら
、
攻
撃
的
に
話
を

聞
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
岩
手
県
滝
沢
市
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
十
年
務
め
た
方
の
実
践
発
表
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
攻
撃

的
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
単
Ｐ
）
の
役

員
を
決
め
る
こ
と
に
頭
を
悩
ま
さ
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の

一
人
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
中
に

経
験
者
を
残
し
継
承
し
て
い
く
組
織

作
り
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
が
、

学
校
任
せ
で
は
な
く
、
役
員
が
共
に

協
議
す
る
内
容
を
理
解
し
、
意
見
し
、

認
め
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
共
に
進

化
し
、
家
庭
内
に
活
か
し
て
い
く
な

ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
う
ち
に
、

役
員
を
快
く
受
け
て
く
れ
る
方
が
増

え
て
き
た
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
岩
手
県
独
自
の
、『
教
育

振
興
運
動
』。
学
校
、
家
庭
、
住
民

等
が
総
ぐ
る
み
で
、
地
域
の
教
育
課

題
の
解
決
に
自
主
的
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
、
親
、
教
師
（
学
校
）、
地

域
、
行
政
の
五
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
相
互
に
連

携
し
て
進
め
る
運
動
で
す
。
確
か
に

そ
う
で
す
。
私
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

は
、
地
域
の
方
々
の
力
な
し
で
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
な
る
ほ
ど
！！

　

単
Ｐ
へ
持
ち
帰
り
、
報
告
を
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

特
別
第
二
分
科
会	
樺
山
賢
太
郎

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
メ

デ
ィ
ア
の
「
情
報
判
断
能
力
」
と
い

う
意
味
の
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
進
ん
だ
現
代
社
会
で
必
要

不
可
欠
な
ス
キ
ル
で
あ
る
と
教
わ
り

ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
や
Ｐ
Ｃ
で
簡
単
に
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ

た
か
わ
り
に
、
そ
の
情
報
の
信
頼
性

に
つ
い
て
は
保
証
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
情
報
の
正
確
性
に
つ
い

て
は
各
個
人
の
判
断
能
力
に
左
右
さ

れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
大
人
で
も
子
供
で
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
す
。
た
だ
、
今
の
子

供
た
ち
は
、
経
験
も
知
識
も
な
い
状

態
で
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
多
く
の

情
報
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
の
で
、

「
情
報
判
断
能
力
」
と
い
う
の
は
今

の
段
階
か
ら
身
に
着
け
て
お
く
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
人
は
子
供
に
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
用
を
制
限
し
た
り
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
重
要
な
こ
と

は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

す
る
な
か
で
、
そ
の
情
報
の
信
頼
性

の
判
断
能
力
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
は
学
校
で
も
家
庭
で
も
同
じ
で

あ
る
の
で
、
我
々
親
も
正
し
い
情
報

判
断
能
力
を
身
に
着
け
て
、
子
供
に

正
し
い
使
用
方
法
を
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
、
今
回
の

講
演
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
別
第
二
分
科
会	

上
野
弘
一
朗

　

皆
さ
ん
は
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
？
知
っ
て
い
る
方
は
ど

の
よ
う
に
こ
の
言
葉
を
理
解
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
文
部
科
学
省
で
は

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
「
情
報
活

用
能
力
」
と
訳
し
、
学
校
教
育
に
お

い
て
「
得
た
情
報
を
、
自
ら
判
断
し
、

課
題
を
立
て
、
学
習
し
、
振
り
返
り
、

次
の
課
題
を
立
て
る
」
と
い
う
姿
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
学
習
目
標
は
、
私
達
が
子
ど
も

の
頃
よ
り
も
遥
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の

こ
と
で
す
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
、

私
達
が
経
験
し
て
い
な
い
学
習
方
法

で
、
そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
講
演
で
感
じ

た
こ
と
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ

ル
と
保
護
者
の
レ
ベ
ル
に
は
す
で
に

大
き
な
差
が
あ
り
、
私
達
保
護
者
も

勉
強
を
し
な
け
れ
ば
、
本
当
に
子
ど

も
が
迷
っ
た
時
、
困
っ
た
時
に
力
に

な
れ
な
い
の
で
は
？
」
で
し
た
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一

気
に
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
授
業
で
す
が
、

私
は
実
際
に
リ
モ
ー
ト
授
業
を
見
た

こ
と
は
な
い
し
、
恥
ず
か
し
な
が
ら

子
ど
も
か
ら
も
詳
し
く
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
分
か
ら
な
い

こ
と
は
不
安
と
な
り
、
不
安
は
次
第

に
不
満
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
私
た
ち

保
護
者
は
も
っ
と
学
校
に
興
味
を
持

ち
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
調
べ
る
・

聞
く
と
い
っ
た
、
子
ど
も
と
同
じ
よ

う
に
学
ぶ
姿
勢
が
必
要
で
は
と
思
い

ま
し
た
。

⑺
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今
年
度
は
県
Ｐ
連
総
会
や
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
対
面
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
報
告
を
載
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
症
対

策
を
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
再
開
し
つ
つ
あ

る
様
子
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
紙
作
成
に
あ
た
り
ご
協

力
・
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

広
報
委
員
一
同

お問い合わせ　徳島県教育委員会生涯学習課  学校・家庭・地域連携担当
電話番号：088-621-3148　　FAX番号：088-621-2884
メールアドレス：syougaigakusyuuka@pref.tokushima.jp

とくしま親なび 検索
オンラインによるワークショップも
実施しています。
ぜひ！ご活用ください ! !

学校（園）全体でのＰＴＡの研修に！

学年・学級懇談会の新たな形として！

地域での家庭教育の充実のために！

子供たちの健やかな育ちのために
「とくしま親なびげーたー」を派遣します！

	

先
田
　
仁
美

　

今
回
の
山
形
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、『
人
と
ひ
と
の
つ
な
が
り
を
体

感
し
よ
う
！
』
と
い
う
こ
と
で
、
ま

さ
に
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
事

な
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

全
体
会
と
し
て
、
山
形
交
響
楽
団

の
桂
冠
指
揮
者
で
あ
る
飯
森
範
親
さ

ん
を
講
師
に
、
飯
森
さ
ん
の
生
い
立

ち
や
指
揮
者
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
、

笑
い
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る

演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。
弦
楽
器
の
み

の
編
成
で
し
た
が
、
バ
イ
オ
リ
ン
・

ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

の
四
つ
の
弦
楽
器
か
ら
、
そ
れ
以
上

の
楽
器
が
あ
る
か
の
よ
う
な
重
厚
な

音
域
と
音
質
で
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ

た
曲
、
全
て
の
曲
が
素
晴
ら
し
い
演

奏
で
、
ず
っ
と
聴
い
て
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

他
、
地
元
で
活
躍
す
る
民
謡
歌
手

や
、
地
元
の
踊
り
で
あ
る
花
笠
音
頭

を
間
近
で
観
れ
、
山
形
を
満
喫
で
き

た
全
体
会
で
し
た
。

　

山
形
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
急
増
す
る
中
、
本
当
に

開
催
す
る
の
か
？
中
止
に
す
る
べ
き

で
は
…
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
と
の

事
で
す
が
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
熱
い
思
い
で
リ
ア
ル
開
催
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
成

功
に
終
わ
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の“
学
び
”を
今
後
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
度
は
「
広
島
大
会
」
で
す
。

ま
た
新
た
な
“
学
び
”
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

	
阿
部
　
美
紀

　

分
科
会
と
は
違
い
、
山
形
県
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
謡
日
本
一
の
方
と
コ
ラ
ボ
し
た

山
形
花
笠
音
頭
、
大
学
生
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
花
笠
を
使
っ
た
華
麗
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
山
形
交
響
楽
団
に

よ
る
演
奏
な
ど
、
山
形
県
の
文
化
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
は
、

徳
島
県
の
う
ず
し
お
大
会
を
合
わ
せ

二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
研
究
大
会
で
参
加
者
が
課
題

な
ど
を
発
言
し
た
り
、
情
報
を
交
換

す
る
場
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

近
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
組
織
の
役
割

の
見
直
し
を
求
め
る
声
な
ど
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
者
に
、

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
組
織
の
役
割
、

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
そ
し
て
、
全

国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
繋
が
り
な
ど

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
者
に
情
報
発

信
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

	

樺
山
賢
太
郎

　

自
身
の
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
の
出
来

事
を
交
え
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
の
飯
森
氏
が
あ
る
の
も
人
と
の

つ
な
が
り
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
人
生
は
ま
さ
に
そ
う
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後

の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
が
、
聞
い
て

い
る
と
楽
団
の
人
と
の
信
頼
関
係
を

す
ご
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
感
動

し
ま
し
た
。

	
上
野
弘
一
朗

　

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

出
羽
三
山
を
有
す
る
山
形
県
の
修

験
者
に
よ
る
法
螺
貝
が
吹
奏
に
続

き
、
県
内
出
身
の
シ
ン
ガ
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
で
民
謡
日
本
一
に
も
輝
い
た

朝
倉
さ
や
さ
ん
の
歌
唱
に
合
わ
せ
、

山
形
大
学
に
よ
る
花
笠
音
頭
が
、
山

形
県
の
母
な
る
川
「
最
上
川
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
、
優
し
く
も
激
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
山
形
交
響
楽
団

の
創
立
名
誉
指
揮
者
で
あ
る
飯
森
範

親
氏
に
よ
る
「
人
と
ひ
と
の
つ
な
が

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
少
期
の
母
親

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
交
響
楽
団
の

常
任
指
揮
者
と
な
っ
た
際
の
人
の
縁

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
お
け
る

指
揮
者
の
役
割
は
、「
演
奏
者
一
人

ひ
と
り
と
観
客
一
人
ひ
と
り
を
見
え

な
い
糸
で
つ
な
ぎ
合
い
、
紡
い
で
い

く
こ
と
」
と
飯
森
講
師
は
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
言
葉
ど
お
り
交
響
楽

団
の
演
奏
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

⑻

　
全
体
会
に
参
加
し
て

　
全
体
会
に
参
加
し
て


